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要約

実子に対する接触回避が子の年齢によってどのように変化するかを検討するため，0歳から 18

歳までの子をもつ親にWeb 調査を実施した。親の性（男・女）×子の性（男・女）×子の年齢（0

－ 6歳・7－ 12 歳・13 － 18 歳）の 3要因分散分析を実施したところ，接触回避には，子の年齢の

主効果のみが有意であり，親の性および子の性の主効果，交互作用は認められなかった。親の接

触回避は，子の年齢が 0歳から 12 歳までは有意な差がなく，13 歳以降になると有意に上昇した。

一方，子に対する否定的感情には子の年齢の有意な効果はなかった。接触回避について非血縁者

で見られた性ごとの特徴は実子において認められず，親は子が思春期にさしかかると，否定的感

情を変化させないまま接触回避傾向を増大させることが示唆された。

Abstract

A web-based survey was conducted among parents with children aged 0-18 years to

examine how contact avoidance toward their own children varies with the child’ s age. A

three-factor analysis of variance was conducted: parent sex (male/female) × child sex

(male/female) × child age (0-6, 7-12, and 13-18 years) . There were no significant

interactions and main effects of parent sex and child sex. Parental contact avoidance was not

significantly different between ages 0 and 12, and increased significantly after age 13. Child

age had no significant effect on negative feelings toward the child. The sex-specific

characteristics of contact avoidance observed for nonrelatives were not observed for biological
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children, suggesting that when children reach adolescence, parents increase their contact

avoidance tendencies without changing their negative feelings.

問題

本研究は，親が示す子に対する接触回避が子の年齢に応じてどのように変化するかを明らかに

しようとするものである。ここで接触回避とは，対象人物の身体に対する直接または間接的な接

触を回避する心理的傾向である（Kawano，Hanari，& Ito，2011；河野ら，2013）。これは，一般

的なタッチ回避傾向（touch avoidance；Andersen & Leibowitz，1978 など）と異なり，対象人物

の身体生産物（排泄物など）への接触可能性も含む，より広範で深い接触に対する嫌悪を意味し

ている。

河野ら（Kawano，Hanari，& Ito，2011 など）は，様々な対象人物に対する接触回避の性差を

検討した。その結果，女性は一般に男性に対する接触回避傾向が高く，女性に対する接触回避は

低いが，男性は相手の性別による接触回避の差が小さいことが示されている。しかし，女性も恋

愛対象者（恋愛感情を抱いている異性）に対しては接触回避傾向を大幅に減少させた（河野・羽

成・伊藤，2015）。これは，接触回避の減少が女性において性的な受容性を一部反映することを示

唆する。したがって性成熟後の非血縁者に対する接触回避は，少なくとも部分的に性的な調整を

反映している可能性がある。

一方，実子は，性的な対象とならない上，養育過程において必然的に深い接触がともなうため，

接触回避の様相がまったく異なると考えられる。とりわけ幼い子に対して親の接触回避傾向は子

の性別にかかわらず非常に低いと予想される。大学生を対象として，親および友人について触ら

れた程度と触った程度を回想的に評定した研究（鈴木･春木，1989；曺・釘原，2017）では，男女

とも幼稚園までがもっとも親から接触されており，高校・大学生まで徐々に接触が低下していく

パターンが示されている。また，親から子への身体接触の程度を，親を対象とした調査によって

日韓で検討した研究（曺・釘原，2018）では，いずれの文化においても，幼稚園時の年代の子に

対する接触の程度が最大であり，小学校低学年，小学校高学年，中学生と，子の学年が上がるに

つれ接触が減ることが示されている。

そこで本研究では，18 歳までの子をもつ男女（父親･母親）に対してWeb 調査を実施し，男児

女児それぞれに対する親の接触回避を測定する。結果の分析では，（1）子に対する親の接触回避

は子の年齢によってどのように変化するか，また，（2）子に対する親の接触回避は親子それぞれ

の性によって差が見られるかが焦点となる。さらに，子に対する親の一般的な否定的感情と子に

関する反芻（子どものことを思い浮かべる程度）も測定し，（3）子の年齢による接触回避の変化

と，一般的な否定的感情および反芻の変化の異同を検討する。
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方法

本研究は前報（河野・羽成・伊藤，2023，調査 2）のデータセットに基づいている。調査の詳細

については前報に示している。

調査参加者：クラウドソーシング会社（クラウドワークス社）の登録者からアンケート調査の回

答者を募集した。0歳から 18 歳までの子をもつ親からの回答を収集するため，6カテゴリに分け

た子どもの年齢（0－ 3歳，4－ 6歳，7－ 9歳，10 － 12 歳，13 － 15 歳，16 － 18 歳）を呈示し，

各年齢の子をもつ男女 100 名ずつを募集した。事後的に，評定対象とした子（以下，対象児）につ

いて実子か否かを問う項目で実子と回答した回答者に限定した結果，902 名（男性 363 名，女性

539 名；平均年齢 40.02 歳，SD＝ 7.29）分の有効回答を得た。

質問項目：調査では主に以下の項目を使用した。これら以外にも対象児に対する認知関連項目等

も使用したが，本研究では言及しない。各項目は設問内において回答者ごとにランダムな順序で

呈示した。

（1）対象児の性別および年齢 対象児の性別と実年齢を回答するよう求めた。

（2）対象児に対する接触回避傾向 接触回避尺度（Kawano et al., 2011；河野ら，2013）を投入

し，対象児に対する回避の程度を 7件法（1．まったく平気～7．非常にしたくない）によって評

定を求めた。

（3）育児にかける広義のコスト：育児にどの程度コストをかけているかを測定するために，以下

の 3種の質問を設定した。①育児費用：対象児の養育や教育にかけている 1ヶ月あたりのおおよ

その金額を 10 カテゴリ（1＝ 5,000 円未満，2＝ 5,000～1 万円，3＝ 1～2万円，4＝ 2～3万円，

5＝ 3～5万円，6＝ 5～7万円，7＝ 7～10 万円，8＝ 10～15 万円，9＝ 15～20 万円，10 ＝ 20 万

円以上）から選択するよう要請した。分析では，各カテゴリの金額レンジの中央値に置き換えた

（例，「5,000～1 万円」は 7,500 円；なお，5,000 円未満は 2,500 円，20 万円以上は 350,000 円と

した）。②子育て労力評定：対象児の養育にかけている自分自身の労力の評定を全労力に対する％

で取得した。③育児時間：対象児の養育にかけている自分自身の 1日あたりのおおよその時間（1

＝ 30 分以下，2＝ 30 分～1時間，3＝ 1時間～1時間半，4＝ 1時間半～2時間，5＝ 2～3時間，

6以降は 1時間間隔で，21 ＝ 18 時間以上）を選択するよう要請した。分析は各カテゴリの時間レ

ンジの中央値に置き換えた（例，「1時間～1時間半」は 1.25 時間；なお，30 分以下は 0.25 時間，

18 時間以上は 18 時間とした）。

（4）対象児に関する反芻；対象児を日頃思い浮かべる頻度を 5件法（1＝「まったく考えたり思

い浮かべたりしていない」，2＝「わずかに考えたり思い浮かべたりしている」，3＝「少し考えた

り思い浮かべたりしている」，4＝「かなり考えたり思い浮かべたりしている」，5＝「いつも考え

たり思い浮かべたりしている」）で尋ねた。
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（5）対象児に対する否定的感情 4 項目（「ストレス感」「負担感」「憎たらしさ」「嫌悪感」）を 7

件法 （1＝まったく感じない～7＝非常に感じる）で取得した。これら 4項目の合計点を算出し

て対象児に対する否定的感情得点とした。この尺度は西本･河野（印刷中）で用いられたものであ

り，信頼性が確認されている（6歳までの対象児についての両親の評定でα＝ .82）。

倫理的配慮

本研究は東海学園大学研究倫理委員会の承認を得た（受付番号 2022-3）。調査協力者は研究参

加および結果の公表について同意の上で自発的に調査に参加していた。

結果

対象児に対する親の接触回避と対象児の年齢

対象児の年齢に応じた親の接触回避の変化を検討するため，対象児の年齢を男女別で 3 群（0

－ 6歳・7－ 12 歳・13 － 18 歳）に分けた。各群の回答者年齢および度数をTable 1 に示す。

続いて，これらの対象児に対する親の接触回避の平均得点を算出した（Table 2）。親の性（男・

女）×対象児の性（男・女）×対象児の年齢（0－ 6歳・7－ 12 歳・13 － 18 歳）を要因とする 3

要因分散分析を実施した。その結果，有意な交互作用は示されず，対象児の年齢に有意な主効果

（F（2,890）＝ 5.11，p < .01；ηp2＝ 0.011）が認められた。一方，親の性の主効果（F（1,890）

＝ 0.68，ns；ηp2＝ 0.001）および対象児の性の主効果（F（1,890）＝ 1.60，ns；ηp2＝ 0.002）

は認められなかった。多重比較の結果，親の接触回避は，対象児の年齢が 0歳から 12 歳までは変

化がなく，13 歳以降になると有意に上昇したことが示された（Tukey HSD検定）。すなわち，対

象児に対する親の接触回避の程度は父親･母親間で差がないこと，また，対象児の性にかかわらず

13 歳以降で高まることが示された。
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対象児の年齢とその他の主要変数との相関

対象児の年齢に応じた親の育児コスト，認知・感情等の変化を見るために，対象児の年齢（以

下，対象児年齢）と他の 7変数（回答者年齢，対象児に対する接触回避，育児費用，子育て労力評

定，育児時間，対象児に関する反芻，対象児への否定的感情）の相関係数をTable 3 に示す。

対象児年齢は親である回答者の年齢と有意な正の相関を示した。この時，女性の相関の方が有

意に高かった（相関係数の有意差検定）。男性よりも女性の方が子（実子）をもつ年齢に制約があ

るため，この結果は予想されることである（男性は比較的高齢でも若い実子をもつ可能性がある

が，女性ではそれが制限される）。

同様に育児費用については父親も母親も有意な正の相関を示した。対象児年齢が上がると学費

等の増大によって養育費が増す一般的な傾向を反映していると考えられる。一方，育児時間およ

び対象児に関する反芻は有意な負の相関を示した。対象児の成長につれ就学費用等の教育費が上

がる一方，子育てに手がかからなくなるとともに，対象児に関する反芻が減ると言える。子育て

労力評定は女性のみに有意な負の相関が見られ，男性には有意な相関がなかった。幼児期の主な

育児の担い手が女性であることが多いため，対象児の成長とともに女性の育児負担が相対的に減
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少する実態を反映しているものと思われる。

対象児に対する親の否定的感情と対象児の年齢

対象児への否定的感情は父親にも母親にも対象児の年齢との有意な相関が見られなかった。そ

こで，接触回避と同様に，親の性（男・女）×対象児の性（男・女）×対象児年齢（0－ 6歳・7

－ 12 歳・13 － 18 歳）を要因とする 3要因分散分析を実施した。各条件の平均値をTable 4 に示

す。

有意な交互作用は示されず，親の性の主効果（F（1,890）＝ 14.94，p < .01；ηp2＝ 0.017）の

みが有意であり，母親の否定的感情が父親より高かった。これは，女性の方が男性よりも一般に

育児負担が多いことと関係しているのかもしれない。対象児の性（F（1,890）＝ 2.36，ns；ηp2

＝ 0.003）および対象児年齢（F（1,890）＝ 1.64，ns；ηp2＝ 0.004）には有意な主効果が見られ

なかった。接触回避とは異なり，本研究で用いた測定項目では対象児年齢によって親の否定的感

情は変化しないことが示された。

対象児に関する反芻と対象児年齢

一方で，対象児に関する反芻は父親にも母親にも対象児年齢との有意な負の相関が示されてい

る。そこで，接触回避および否定的感情の変化と比較するため，親の性（男・女）×対象児の性

（男・女）×対象児年齢（0－ 6歳・7－ 12 歳・13 － 18 歳）を要因とする 3要因分散分析を実施

した。各条件の平均値をTable 5 に示す。
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Table 4 各年齢（0－ 6歳・7－ 12 歳・13 － 18 歳）の対象児に対する親の否定的感情得点：（ ）
は SD



有意な交互作用は示されず，親の性の主効果（F（1,890）＝ 61.27，p < .01；ηp2＝ 0.064）お

よび対象児年齢の主効果（F（2,890）＝ 29.33，p < .01；ηp2＝ 0.062）が有意であり，対象児の

性（F（1,890）＝ 1.08，ns；ηp2＝ 0.001）には有意な主効果が見られなかった。平均値から，母

親は父親よりも対象児に関する反芻が多かったと言える。対象児年齢の水準間で多重比較を行っ

た結果，すべての水準間に有意差が見られ（Tukey HSD検定），平均値から，年齢が上がるにし

たがって有意に減少したと言える。反芻は接触回避とも否定的感情とも異なり，対象児年齢とと

もに直線的に減少することが示唆された。

考察

本研究では，0歳から 18 歳までの子（実子；以下，対象児）をもつ親を対象に，対象児への接

触回避傾向を調査し，親子それぞれの性による差と対象児年齢にともなう変化を分析した。これ

により，問題で掲げた 3点について以下のように結論づけられる。すなわち，（1）対象児に対す

る親の接触回避は児童期まで低いが，対象児の思春期に増大する。（2）対象児に対する親の接触

回避は，親の性および対象児の性による差が見られない。（3）接触回避が思春期に増大するパター

ンは，対象児に対する一般的な否定的感情や反芻のパターンと異なっている。

大学生を対象とした調査（河野・羽成・伊藤，2015）では，接触回避得点は，男性サンプルに

おいて同性友人に対して 16.84（SD＝ 8.27），異性友人に対して 16.30（SD＝ 8.61），同様に女

性サンプルにおいて同性友人に対して 12.86（SD＝ 6.04），異性友人に対して 21.61（SD＝ 9.65）

であった。本報告で得られた対象児に対する親の接触回避は，女性の同性に対する接触回避得点

とほぼ同じレベルであった。すなわち，男性は対象児に対して接触回避を大幅に下げる一方，女
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Table 5 各年齢（0－ 6歳・7－ 12 歳・13 － 18 歳）の対象児に対する親の反芻：（ ）は SD



性は同性友人と対象児が接触回避レベルにおいて同程度であることになる。しかしながら，この

比較では回答者年齢が大幅に異なるため，非血縁者と血縁者である対象児との比較を行うには，

同性友人と異性友人を含め，非血縁者に対する接触回避を親世代でも測定して比較する必要があ

る。

これらの結果から，父親も母親も，対象児の性別にかかわらず児童期まで接触回避を低く抑え

るが，対象児の思春期に急激に増大させることが示唆された。この，児童期の対象児に対する接

触回避の低さは，対象児が自立可能になる年齢までは身体接触をともなう世話が必要であること

から，整合的と言える。また，対象児の思春期に親も子に対する接触回避を増大させることは，

両親とのボディタッチが思春期でなくなる（Morris，1971）際の親側の背景的感情と考えられる。

これに関して，前述のように，曺・釘原（2018）では，幼稚園，小学校低学年，小学校高学年，

中学生と，子どもの学年が上がるにつれ親子間の接触が減ることが親側の評定によって確認され

ている。この時，日本人は韓国人に較べて小学校高学年から中学生にかけての接触の減少がより

大きいことが示された。これは本研究における接触回避のパターンと類似しており，日本人にお

いては，この時期に増大する接触回避傾向が実際の接触行動にも反映されているものと考えられ

る。

一方，本研究で測定した対象児に対する一般的な否定的感情はこの年齢範囲では変化が見られ

なかった。否定的感情に反映される対象児に対する両親の非受容性は，対象児年齢によって大き

な差がないものと考えられる。反芻については，対象児年齢に応じて単調減少することが示され

ている。直接的な保護の必要性が対象児年齢に応じて下がるため，親の注意配分が減少すること

を反映していると考えられる。接触回避はこれらの心理的傾向とは異なり，対象児の思春期に対

応して増大する特殊な回避的反応であることが示唆される。

このことは，単純には親の側が思春期にさしかかった対象児に対して自立を促す傾向を反映し

ていると解釈することもできる。また，曺・釘原（2018）が指摘しているように，接触に対して

抑制的である日本の文化規範がこの年代に子どもの側で内在化され，それに対応して親の接触回

避傾向が増大するとの解釈も可能だろう。身体接触の程度が文化によって大きく規定されている

ことはしばしば指摘されている（例，Hall，1966）。文化規範と個人の諸特性との関連や，規範の

内在化過程を明らかにするには，接触に関するさまざまな文化の規範，接触に関する個人の感受

性・認知・感情，および実際の接触行動がどのように関連するかを発達的に比較検討することが

必要になるだろう。

一方，ここで測定している接触回避傾向が比較的通文化的なものであれば，接触回避が子に対

する回避傾向を高めることによって親の投資量（トリヴァース，1991）を潜在的に調整している

可能性や，インセスト回避のメカニズム（たとえば，Silverman & Bevc，2004）といった観点か

らその一部の機能を解釈できるかも知れない。
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今後の課題としては，思春期以降の対象児に対する親の接触回避の連続的な変化を検討するこ

と，逆に，親に対する子からの接触回避の年齢変化を検討することが挙げられる。さらに，接触

回避に影響する他の適応論的な規定因や結果として生じる自他の関係の変化を検討することで，

接触回避が果たす機能の様相が明らかになるだろう。
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